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シイタケ植菌に挑戦
　生活科の授業の活動としてシイタケの原木栽培に
ついて学ぼうと、１月27日に荒島小学校の２年生
がシイタケの植菌作業を体験しました。
　この体験学習は、地元で休耕田を使った農産物の
生産を行う「姥

ば

祖
お

父
じ

いきいきクラブ」の呼びかけで
実現。同クラブ会員に協力してもらいながら、児童
は原木に開けられた約40カ所の穴に、シイタケ菌
の入った「種

た ね ご ま

駒」を指で埋め込んでいきました。
　永谷桃

も も

々さんは「種駒を原木に入れるとき固くて
難しかった。秋頃に収穫できるのが楽しみです」と
話していました。

　宇賀荘交流センターで開催された「寒椿展」
にお招きいただきました。宇賀荘花木の会の
皆さん（会員29人）が丹精を込めて育てた約
80種類、約90鉢の多種多様なツバキが一堂
に会して、来場者を楽しませていました。
　今年で19回目となった同展覧会。今後も趣
向を凝らした展覧会になるように、更なる発
展に期待しています。

　お米のおいしさを競う「第23回米・食味分析鑑定

コンクール国際大会」の国際総合部門で足立広徳さ

ん（伯太町下小竹）のコシヒカリが金賞に次ぐ特別

優秀賞を受賞。市役所を訪れ、市長に報告をしました。

　　　　　　　　　　　　　　　撮影日：１月31日

今月の一枚

艶やかに咲く寒椿�艶やかに咲く寒椿� 市長日記市長日記

　地球温暖化をはじめとした環境問題への理解と関
心を高めてもらおうと、１月15日～17日に「やす
ぎ環境フェア」をアルテピアで開催しました。
　市内小中学生が「COOL CHOICE」をテーマに描
いたイラスト作品全1,103点や地球規模で自然のメ
カニズムを知ることができるデジタル地球儀などを
展示。来場者は興味深そうに鑑賞していました。
　家族で訪れた小学２年生の中島優斗さんは「地球
儀で世界一周旅行をしながら、環境問題を知ること
ができました」と話していました。 

環境問題を地球規模で考える
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このマークの記事は、関連写真を「市公
式フェイスブック」で公開しています。

大切な人へのメッセージに
　市は、このたび、包括連携協定を結ぶ第一生命保
険株式会社と共同でエンディングノート「大切な方
への絆ノート」を作成しました。
　これは、人生の終末期に備え、家族などへ向けて、
医療・介護の希望や残しておきたいメッセージなど
を記しておくもの。ノートは、章ごとに自分の歴史
や財産状況などを分かりやすくまとめられるように
なっています。
　同社島根支社の朝倉健

けん

支社長は「このノートを暗
く受け止めず、大切な人に伝えたいことを前向きな
視点で考えてもらえたら」と話していました。

新春に響く唄や踊り
　安来節の上位昇格者披露や免状授与などを行う

「唄い初め会」が１月10日、アルテピアで開催され
ました。令和４年度の上位昇格者は17人（准名人
５人、大師範12人）。免状授与に続き、唄や踊り、
銭太鼓など自慢の腕を披露しました。
　昨年は、新型コロナウイルスの影響で中止となっ
たため、令和３年度上位昇格者（名人１人、准名人
６人、大師範７人）もあわせて出演しました。
　令和４年度、准名人に昇格した妹

せ お

尾なおみさんは
「皆さんへの感謝の気持ちを忘れずに、これからも

心に残る唄を唄っていきたい」と話していました。

多彩な音色を奏でる中国琵琶
　多文化の伝統音楽に興味や関心を持ってもらおう
と、１月14日に赤屋小学校で中国の伝統楽器によ
る出張公演（アウトリーチ）が行われました。
　演奏したのは、中国琵琶奏者のさくらさんとその
師匠で父の葉

よ う

 衛
え い よ う

陽さん。中国の伝統曲などを披露
したほか、演奏の合間には中国の長い歴史の中で培
われた演奏技法や楽器について解説。表現力豊かで
透き通るような音色に児童は聴き入っていました。
　６年生の川上真穂さんは「テンポの良い中国琵琶
はとても心地よい響きでした」と話していました。

青空市、 約１４年の歴史に幕
　安来駅に隣接する観光交流プラザ「アラエッサ♪
YASUGI」の前で出店していた「青空市だんだん」が、
１月30日をもって閉店しました。
　この青空市は平成20年４月に交流プラザがオー
プンした当時から毎週日曜日の朝９時に出店。安来
産の新鮮な農産物や魚介類、加工品などを販売して
いました。地域に愛され、地元の農家さんとのコミュ
ニケーションの場の１つにもなっていました。
　最終日には別れを惜しみながらも大勢のお客さん
が訪れ、いつもと変わらぬ笑顔が溢れていました。
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